
日本興運株式会社 SDGs宣言
当社は、「常に一歩先のビジョン・・・カミグループは考え、行動します。」という経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

正確で安全、よりスピーディな物流 環境に配慮した物流
カミグループの総合輸送会社として、海上と陸上の

複合輸送を通じて、新しい時代を拓く物流システムを

確立し、正確・安全・迅速な輸送に努め、お客さまへの

更なるサービスの向上に努めてまいります。

デジタルタコグラフの導入や太陽光発電設備の導入

を通じて、事業活動における環境負荷の低減に努めま

す。これからも環境への取り組みが、企業の社会的責

務であると認識し、グリーン経営を推進してまいります。

【主な取り組み】
物流経路の簡素化と合理化、安全性優良事業所認

定取得、運輸安全マネジメントへの取り組み（安全方

針、教育訓練の実施等）、後方視野確認支援装置の

全車装備、アルコール検知器導入

【主な取り組み】
グリーン経営認証取得、FSC・PEFCのCoC認証取得、

環境方針の策定、太陽光発電設備の導入、運行管

理のデジタル化によるCO2削減、節水の励行、オイル

フェンスの展張訓練、廃棄物のリサイクル・適正処理

社員が能力を発揮できる職場 地域社会への貢献
企業発展の源泉は人であり、人材育成を通じて社員

一人ひとりのスキルアップを図るとともに、個々の能力

を十分に発揮できる職場環境を整備し、企業の持続

的な成長に繋げてまいります。

ステークホルダーの皆さまとのつながりを大切にし、

事業活動を通じて、地域活性化に取り組みます。これ

からも皆さまとの深い信頼関係を醸成し、地域社会の

持続的な発展に貢献してまいります。

【主な取り組み】
ハラスメント対応、衛生委員会の設置、柔軟な働き方

への対応（時短勤務、時差出勤等）、福利厚生制度の

充実（リフレッシュ休暇等）、外部研修受講や資格取

得への支援、ストレスチェックの実施

【主な取り組み】
地域団体の会合への参加、地域行事への積極参加、

医療機関・教育機関への不織布マスク等の寄付、

共同募金への参加、ステークホルダーとの連携

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


